



An Experiment of Teaching of Singing with Playing Adopted 























































１．「目的  (goal)」  (パフォーマンスの目的は何か？) 
２．「役割 (role)」  (子どもたちはどのような役割を担いシミュレーションするのか？) 
３．「聴衆 (audience)」  (パフォーマンスの対象とする相手は誰か？) 
４．「状況 (situation) 」 (子どもたちはどのような状況の中にいて、どんな難題に取り組むのか？) 
５．「生み出す作品、パフォーマンス、そして目当て (product, performance, and purpose) 」(課題への取り組みの結果、最終的に
何を生み出すのか？) 

































































































































Ⅲ 実践概要   
１．実践概要 
 実践概要は以下の表2の通りである。 
               
(表2) 弾き歌い学習の実践の概要  
L2～L9 グループ内、個人レッスンによる弾き歌い学習 
L10～L11 相互批評を取り入れたグループでの弾き歌い学習 
L12～14 グループでの弾き歌い学習 及び 弾き歌い自己評価 






















                （表３）弾き歌い自己評価シート 











































































































  Ｔ：子どもたちもリズムをとりやすくなりますね。（３小節目）は？ 5 
   Ｓ１: 楽しそうに笑顔でやっていたのがよかったです。6 
  Ｔ：（７小節目前半）は？ 7 
  Ｓ２：その前と違って声も大きくなってのってきていたので。8 
  Ｔ：どうでした？ 9 
  Ｓ７：前回、速くなっていると言ってもらったので、この部分の入りから意識しました。10 
  Ｔ：自然な感じでできてよかったです。（８小節目）は？ 11 
  Ｓ５：表情と体を揺らしながらしていたので、すごく楽しくできたので。12 
  Ｔ：ある程度、教師役が体を揺らして弾き歌いしてもらった方が、みんなもテンポにのりやすいの 
かなあ？  
    表情だけてじっとしているより、その方が子どもたちは音楽にのりやすいみたいですね。13 
  Ｓ６：私も同じ意見です。14 
  Ｔ：（１１小節目）は？ 15 
  Ｓ６：ｐ（ピアノ）になっていました。ちゃんと。16 
Ｓ１：ここの「こんにちは」とそれまでの横揺れのリズムと、体で表現することが違っていたので。 
17 
  Ｔ：「こんにちは」のときは、どうしていたんでしょう？ 18 
  Ｓ１：何か縦で。 19 
  Ｔ：もう１回再生してもらいましょう。（録画再生）あ、やはり、縦に動いていますね。意識してい
ましたか？ 20 
  Ｓ７：してないです。21 
  Ｔ：音楽を感じると、自然と体の動きもそうなるのですね。それまでは、横揺れだったのに、「こん 
にちは」のあいさつでは縦に前後に動いて、顔がニコニコしていてもじっとしていることは、
もしかすると不自然かもしれませんね。（１２小節目）悪いは？ 22 
  Ｓ２：ミスタッチ、していました。23 
  Ｔ：（１３小節目前半）良いは？ 24 
  Ｓ４：表情がよかった。25 
  Ｔ：どうよかったんでしょう？ 26 
  Ｓ４：何か楽しそうな感じ。27 
  Ｔ：「さようなら」でも悲しそうな感じではなくて、あいさつとして伝わっていたのでしょうね。（１ 
４小節目）良いは？ 28 
  Ｓ１：全体的に良かったから。29 
  Ｔ：総合評価、ちゃんとしていますね。すごい子どもですね。（笑）30 
 
（表４）学生７の弾き歌い自己評価シートの内容（１・２回目） 























































































































  Ｔ：（２小節目後半）「いい」と押したのは？ 1 
Ｓ３：意識して子ども役を見ていたのがわかった。（子どもたち）全体を見るのができていたので。 
     2 
  Ｔ：子どもたちを見る姿勢がよかったということですね。（３小節目前半）「コチコチ」のところで
「いい」と押したのは？ 3 
   Ｓ６: 入りが入りやすかった。丁寧に意識的に合図してくれたと思う。4 
   Ｓ５：最初だけがんばりました。5 
  Ｔ：（４小節目前半）「これ」押した人数多いですね。6 
  Ｓ４：表情がよかった。7 
  Ｔ：どんな表情？ 8 
  Ｓ４：何かニコニコしてて。9 
  Ｔ：曲の雰囲気に合っていた？ 10 
  Ｓ４：はい。楽しい感じ。11 
  Ｓ１：笑顔で歌っていたのがよかったと思う。12 
  Ｓ６：表情がよかった。13 
  Ｔ：表情はいつもいいのね。ピアノが伴うといい。ピアノが完璧でも表情が伴わない場合も多いか 
ら。14 
  Ｔ：（６小節目前半）悪いは？ 15 
  Ｓ１：たぶん、先生の方が（メロディの）音がはずれてしまった。16 
  Ｓ５：必死だったので、覚えていない。17 
  Ｔ：（７小節目）良いは？ 18 
  Ｓ６：ピアノが抜けても、歌で引っ張っていったから。19 
  Ｔ：先生自身が頑張っているのが、励まされる感じがするかも。（９小節目）良いは？ 20 
  Ｓ７：右手もちょっとあやうくなってきたのに、歌はずっと続けていて、笑顔だったし。21 
  Ｔ：先生が歌っていた？ 22 
  Ｓ７：はい。子どもを見ながら、ピアノいいわ、みたいな感じで、手は置きながらも、笑顔で歌っ 
ていた。23 
  Ｔ：ピアノだけがすべてではないね。弾き歌いなので。24 
  Ｔ：（１１小節目）悪いは？ ここは、歌唱のみんなも音程が狂っていませんでしたか？ 25 
  Ｓ３：あまりにも大きい間違いだったので、押しました。26 
  Ｔ：どういう間違い？ 27 
  Ｓ３：何か、両手とも音が間違っていた気がする。何かすごいところがあった。28 
  Ｔ：ちょっとね～。29 
  Ｓ３：今のは逃されへんかな～と。（笑）子どもを見るのに意識しすぎて、こっち（ピアノ）がみた 
いな感じ。30 
  Ｔ：ちょっとバランスくずしたのかな。31 
  Ｓ４：あまりにも音がはずれていた。32 
  Ｔ：練習していたけどね～。歌と合わせる練習が必要ですね。33 
  Ｔ：（１２小節目前半）悪いは？ 34 
  Ｓ６：歌が入りにくかった。35 
  Ｔ：その前の小節で、ピアノが崩れてしまっていましたね。（１２小節目前半）悪いは？ 36 
  Ｓ１：入り直して、先生がテンポが変わってしまっていた。37 
  Ｔ：曲の後半のピアノが惜しかったですね。ピアノをもう少し練習しましょう。38 
  Ｓ５：でも面白かった。39 
  Ｔ：前半はよかったですね。ピアノのよかった前半のように後半も弾ければ、とてもいいかもしれ 
ない。 
    表情がいいので。表情があると、子どもたちをリードする力が強くなりますね。40 
 
（表６）学生５の弾き歌い自己評価シートの内容（１・２回目） 










































































んばりたいです。0 点 ⑪ 
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